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成長期待企業のイチオシ！ ㈱北星社
海外展開支援助成金を活用して

中小企業のための
ひょうご産業SDGs推進宣言事業・認証事業

ひょうご産業活性化センターは中小企業のSDGsの取り組みを支援しています。
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㈱北星社

海外展開支援助成金を
活用して

北星社ベトナムト
レーディング社長
門間 丈晃

●市場調査が海外進出の後押しになった
●海外進出に関する情報や助言を得られた
●コロナ禍後の新事業も見つけられた

地域産品輸出と高度人材受け入れ
ベトナムで新事業を育てる

豊岡市

ホーチミンの日系スーパーで「播州乾麺フェア」を開催

新たな活路を海外市場に見いだす
　1953年にカレンダーの印刷で創業して以来、同社は
但馬地域の印刷物需要に応え、70年代には写真スタジオ
も構えました。現在は編集者、カメラマン、デザイナーと
50人のクリエーターをそろえ、書籍やデジタルコンテン
ツなどあらゆる制作物の企画立案から印刷までワンス
トップで手がけています。
　一方、主力の印刷業の需要は減少しつつあるため、
2017年から新事業の探索に注力してきました。その一
つが海外市場の開拓です。プロジェクトを任された門間
丈晃さんが着目したのは経済成長著しいベトナムでし
た。現地で情報収集するうち、和牛レストランや日本語
学校を経営する人と出会い、日本酒をはじめとする県内
産品の輸出、ベトナムの高度人材と但馬地域の企業との
マッチングという二つの事業プランが固まったと言いま
す。
　ちょうどその頃、取引銀行を通してひょうご産業活性
化センターの海外展開支援助成金を知り、これを活用。
二つの事業を育てるべく、現地調査を実施。19年10月に
100％出資の子会社「北星社ベトナムトレーディング」

を設立し、門間さんが社長に就任します。

コロナ明け三つ目の事業にも挑む
　県内産品の貿易事業の準備を進めようとしていた矢先
にコロナ禍が直撃し、ベトナム赴任中の門間さんは身動
きが取れなくなりました。そこで現地でもできる高度人
材のマッチング事業に注力。ホーチミン工科大学などと
のパイプをつくり、豊岡市内に生産拠点を置くメーカー
とマッチングさせ急場をしのぎました。高度人材を求め
る日本企業のニーズは強く、これまで2社に対し約30人
を紹介しています。
　同社では海外事業と並行して、2019年に東京にある
アクリル印刷の会社をM&Aし、キャラクターを印刷し
たアクリルキーホルダー製作を新事業として育てつつあ
ります。コロナ収束後はひょうご産業活性化センターの
ポストコロナ海外新展開支援助成金を活用し、ベトナム
でもキャラクタービジネスの展開を視野に入れて現地企
業の調査に当たりました。
　現在は、その調査の過程で見つけたメーカーとの契約
を検討しています。「現地ではキャラクタービジネスが
未成熟で、観光地やテーマパークなどで販売されている

制度利用の流れ
2022年4月 6月 7月、11月 23年2月
ひょうご海外ビジネスセ
ンターに助成金を申請

審査を通過し採択
される

生産委託先調査お
よび市場調査

助成金報告書を
提出

※ポストコロナ海外新展開支援助成金を利用した時のものです
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現地の日本食卸業者に香美町の清酒「香住鶴」をプレゼン 現地大学生と日本企業とのオンライン面接会

商材が少ないです。そこにビジネスチャンスを見いだせ
ないかと考えています」と門間さん。
今後は、コロナ禍で中断を余儀なくされた地域産品の
輸出、そして高度人材マッチング、キャラクタービジネ
スの3事業をベトナムで育てていきます。

㈱北星社
豊岡市上佐野1620　 T 0796-22-4141
●代表取締役／早川薫
●事業内容／企画、デザイン、編集、印刷
Ｈhttps://www.robo.co.jp

海外展開支援助成金
県内中小企業等の海外渡航や越境ECなどを伴う海外ビジ
ネス展開への取り組みに対し、費用の一部を助成します。

• 国、県、市が一体となるワンストップ支援窓口として、助
成事業に対しきめ細やかにアドバイスし、その効果的
な実施をサポートします
• 現地情報の収集等において、世界8カ国11カ所に設置
する「ひょうご国際ビジネスサポートデスク」や兵庫県
が設置する海外事務所も活用できます

問ひょうご海外ビジネスセンター
Ｔ078-271-8402
制度の詳細についてはホームページをご覧ください

【対 象 者】 県内の中小企業など
【対象事業】 海外見本市出展や現地商談等による販路拡大、営業

拠点や製造拠点、生産委託先等に係る現地調査、ポ
ストコロナ海外新展開に係る現地調査、越境ECモー
ル出店や越境ECサイト開設による販路開拓

【助 成 率】 対象経費の1/2以内
【助 成 額】 上限100万円（越境ECは同50万円）

利用メリット

https://www.hyogo-kaigai.jp/results2/



